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すすすす        がががが        おおおお        平成２９年 ７月 発行 （１） 

養護老人ホーム養護老人ホーム養護老人ホーム養護老人ホーム    

松楓園松楓園松楓園松楓園    情報誌情報誌情報誌情報誌    

 

 

 ≪≪≪≪今号今号今号今号のトピックスのトピックスのトピックスのトピックス≫≫≫≫    

・・・・阿波踊阿波踊阿波踊阿波踊りりりり交流会交流会交流会交流会    

・・・・脳脳脳脳のののの健康教室健康教室健康教室健康教室    

第第第第 11111111 期修了式期修了式期修了式期修了式    

・・・・外出支援外出支援外出支援外出支援：：：：福庵福庵福庵福庵おおおお茶会茶会茶会茶会    

・・・・夜間呼出訓練夜間呼出訓練夜間呼出訓練夜間呼出訓練    

・・・・平成平成平成平成 28282828 年度年度年度年度事業報告事業報告事業報告事業報告 

 

先
日
、
役
員
会
が
開
催
さ
れ
、

平
成
二
八
年
度
の
事
業
報
告

・
決

算
報
告
の
承
認
が
得
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
今
号
の

「す
が
お
」
で
ご

報
告
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ
り

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
条

件
が
原
則
介
護
３
以
上
と
な
っ
た

現
在
、
自
主
自
立
が
前
提
の
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
も
実
情
介

護
度
３
～
４
ま
で
の
入
所
者
に
は

生
活
支
援
の
継
続
が
必
要
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

平
成
十
八
年
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
見
守
り
支
援
が
主
な
業
務
と

な
り
大
幅
な
人
材
削
減
が
行
わ
れ

た
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
要
介

護

・
精
神
、
知
的
障
害

・
社
会
不

適
合
者
な
ど
多
様
化
す
る
入
所
者

に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
出
来

る
よ
う
職
員
教
育
に
重
点
を
置

き
、
専
門
的
知
識

・
技
術
の
習
得

に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 

生
活
サ
ー
ビ
ス
課
係
長 

内
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平成２９年 ７月 発行 （２） すすすす        がががが        おおおお        

６月１８日、小金井市を中心に活動している阿波踊り連「たまき」の皆さん４３名

が来園され、阿波踊り交流会が開催されました。今年で８回目になる交流会ですが、

軽妙な祭囃子と威勢の良い掛け声に自然と身体が動き、利用者の皆さんも満面の笑み

と共に素敵なひと時を過ごしていらっしゃいました。 

阿波踊り連「たまき」の活動の様子は、ホームページでもご覧になれます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ） すすすす        がががが        おおおお        平成２９年 ７月 発行 

六
月
十
八
日
、
茶
道
ク
ラ

ブ
加
藤
先
生

・
田
中
先
生

の
ご
招
待
を
受
け
、
福
生

市
の
福
庵
で
の
お
茶
会
に

ク
ラ
ブ
員
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
て
来
ま
し
た
。 

「色
々
と
大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
野
点
の
時
に

活
か
し
ま
す
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

６月２日、職員による夜間呼出訓練を

実施しました。今年は、簡易式リヤカ

ーと大型・トイレ用小型テントの設

置，炊き出し訓練などを行いました。

災害緊急時速やかに行動出来るよう、

引き続き訓練を重ねて参ります。 

５月３０日、第１１期脳の健康教室修了式が行われ、今期から初めて参加

された３名を含む１７名の利用者の皆さんが修了式を無事迎えられまし

た。皆さんからは「頭のいい体操になっています」や「サポーターの皆さ

んとの交流も一つの楽しみになっていました」など様々な話が聞かれまし

た。ボランティアの皆様のご協力を得ながら、利用者の皆さんの充実した

笑顔に出会えるよう、引き続き取り組んで参ります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

養護老人ホーム松楓園養護老人ホーム松楓園養護老人ホーム松楓園養護老人ホーム松楓園    平成２８年度決算報平成２８年度決算報平成２８年度決算報平成２８年度決算報告書告書告書告書    
１．貸借対照表 平成２９年３月３１日                                             （単位千円） 

勘 定 科 目 金   額 

Ⅰ 資 産 の 部 ２２２，２６７ 

Ⅱ 負 債 の 部    ５１，９３６ 

Ⅲ 純 資 産 の 部 １７０，３３１ 

 （うち当期純資産増加額） ４，８３８ 

Ⅳ 負債及び純資産合計 ２２２，２６７ 

 

２．収支計算書 自平成２８年４月１日 至平成２９年３月３１日                                 （単位千円） 

勘 定 科 目 金   額 

事業活動資金収支差額① １２，４５９ 

施設整備等資金収支差額② △４，２２７ 

その他の活動等資金収支差額③ △１１５ 

当期資金収支差額合計④（①＋②＋③） ８，１１７ 

前期末支払資金残高⑤ ５８，８２８ 

当期末支払資金残高⑥（④＋⑤） ６６，９４５ 

 

３．事業活動計算書 自平成２８年４月１日 至平成２９年３月３１日                               （単位千円） 

勘 定 科 目 金   額 

サービス活動増減差額① ４，７６１ 

サービス活動外増減差額② １７１ 

経常増減差額③（①＋②） ４，９３２ 

特別増減差額④              △９３ 

当期活動増減差額⑤（③＋④） ４，８３９ 

前期繰越活動増減差額⑥ ４２，４０９ 

施設整備等積立金取崩額⑦     ０ 

その他の積立金積立額⑧      ０ 

次期繰越活動増減差額⑨（⑤＋⑥＋⑦－⑧） ４７，２４８ 

 

４．財産目録 平成２９年３月３１日                                              （単位千円） 

勘 定 科 目 金   額 

資 産 合 計 ① ２２２，２６７ 

負 債 合 計 ② ５１，９３６ 

差引純資産③（①－②） １７０，３３１ 

 

すすすす        がががが        おおおお        平成２９年 ７月 発行 （ ） 

    編集後記編集後記編集後記編集後記    

    色とりどりの紫陽花から朝顔が咲き競う季節となりま

した。次回は「敬老特集号」となります。暑い夏、お身

体に気を付けてお過ごし下さいませ。広報誌編集委員会 

 

発行者 社会福祉法人松楓会 

         養護老人ホーム松楓園 

住所 東京都 あきる野市菅生１１５９番地 

電話 ０４２５５８７０１０（代） 

http://www.shohuen.jp http://www.shohuen.jp http://www.shohuen.jp http://www.shohuen.jp     

 

平成平成平成平成 28282828 年度年度年度年度    福祉サービス第三者評価福祉サービス第三者評価福祉サービス第三者評価福祉サービス第三者評価受審結果受審結果受審結果受審結果    

○施設の取り組みに対し特に良いと思う点として、下記の３点が挙げられました。 

①第三者委員は入所時から個別に面接する機会を設け、気軽に相談できる関係を構築している。 

②咀嚼・嚥下機能の維持向上を目指した、「噛み噛み食」の提供を継続して実施している。 

③「利用者が自ら進んで行う介護予防」へ向けた取り組みの成果がでてきている。 

○更なる改善が望まれる点は、次の３点でした。 

  ①支援に関する重要文書なども利用者の声を出来る限り反映させた取り扱いが望まれる。 

  ②個別ケアの向上にむけてボランティア活動をより強化していくことを検討している。 

  ③利用者とともに、より安全な集団生活のあり方を考えていく。 

※結果詳細は「とうきょう福祉ナビゲーション」ホームページにてご覧になれます。 

平成平成平成平成 28282828 年度年度年度年度    事故報告事故報告事故報告事故報告    

平成２８年度は前年同様７件の事故報告が有りました。その全てが利用者の皆さんが生活を営む上で

のものであり、現利用者の心身の状態を鑑みれば低水準を維持及び利用者自身の事故防止意識向上への

働きかけ等の効果が表れてきていると考えております。引き続き福祉用具の適正な導入と利用者の意識

向上により生活事故防止に努めて参ります。 


